


2液性のエポキシ系接着剤を使用し、欠損部は石膏を

充填しているとのことであった。

また展示施設の窓はできる限り小さく取っているよ

うで、窓ガラスの色が茶色であることについては、と

くに紫外線対策のガラスではないとのことであった。

2号坑の展示施設の天井はやや低く人工照明での展示、

発掘調査が可能で、さらにレールが縦横に走り写真撮

影や実測の便宜が計られた設計であった。全体の展示

施設について、従来からの 1号坑展示施設は1970年代

のレベルで、 2号坑の新築の展示施設は90年代のレベ

ルであると呉副館長からの至極明解な説明がなされた。

兵馬儲博物館に併設されている、秦伺博物館では、

始皇陵の陵歯の発掘調査で新たに発見された文物の展

示が行われていた。陵園東の陪葬墓からは、手足が切

断されたり銅鉱の刺さった頭骨など男女7人の遺骸が

克っかり、副葬品など関係資料から秦始皇帝の子女と

の推測がなされている。こうした大規模な秦皇帝陵お

よびその周辺施設は、国連教育科学文化機関(ユネス

コ)の世界文化遺産リストに収録されている。

それにしても遥かに作立する兵馬儲群の偉容を前に

すれば、ただ絶句するよりなすすべを知らない。始皇

帝陵はもとより、この陵墓をとりまく関連遺構につい

ても未知の部分が多く、周辺のボーリング調査によっ

て毎年といっていいほど新しい調査報告がなされてい

秦始患帝陵

兵馬偽博物館・ i号坑展示施設

兵馬偶博物舘・ 2号坑展示施設入口

兵馬備坑構造物復元国

秦始皇帝像
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る。一行は車窓に眺めて西安市内へと戻る。

快諾歴史博物館
せんせい

1991年にオープンしたばかりの険西歴史博物館は、

西安市の鴎郊大雁塔の近くに設けられている。唐代の

建築様式を模した建物に最新の防火防犯システムや収

蔵物の保帯設備が導入された、地方では最大規模の歴

史簿物館である。展示内容も多岐にわたり、常設展示

である険西地方の古代史棟列のほか、麿墓壁画、唐倍、

青銅器などの特別展示を見学することができる。展示

の全体的な構成や各コーナーにおける展示品の配置、

照明などはよく工夫が凝らされていて、見る者をして

飽きさせない。各展示室を詳細に観覧するためには優

に1日を要することと思われる。

なお、ここで加の…班は西安市内の散策に出かけて

おり、夕食時には話が弾んだことであった。それにし

ても団員の一向に衰えることのない食欲には驚くばか

りである。

西安市内@近郊

各遺跡や博物館の見学には専用パスを利用しての移

動であったが、車中からは市街地のようすなどいろい

ろ見ることができた。とくに西安市の交通事情は決し

て良くない。交差点、では歩く人、自転車、荷車、自動

西安市の交通事情

西安市郊外の火力発篭所
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車が揮然一体となった大渋滞にぶつかる場合も多かっ

た。人の多さとその活動するエネルギーに連自圧倒さ

れ続けた。

2.西安市@威陽市周辺[11月7EI (月)J
乾陵@永泰公主墓@茂陵博物館

この日は、朝のうちひとまず西安市街を離れ、成陽

市を経て乾陵へとパスは向かう。

乾陵は、陳西省乾県に営まれた唐の三代皇帝高宗と

その皇后である別天武后の合葬墓である。慕室は、山

腹の南に設けられており、石材で構築され鋳鉄を流し

込んで封鎖されたことが明らかになっている。四周に

は塘塩が方形に巡らされており、各辺の中央には門が

備えられ前部には夜寝建物群が立ち並んで、いた。大参

道の両脇には、石刻群が並んでいるが、唐代において

こうした石刻が置かれるのは乾段以降とされる。

永泰公主墓は、乾陵の陪塚の一つである。永泰公主

は、別天武后の孫で17歳で悶武后より死を賜わったと

言われ当初洛陽に葬られたが、武后の死後乾陵の陪葬

慕のーっとして夫である武怒墓とともに合葬された。

1960"-'62年に発掘調査が行われた。周辺には陵躍を備

え、高さ14mの墳丘を有している。基室は、基道・儒

道・前室・後室から構成され、墓道の途中には 6か所

の天井を備え、全長は87.5cmを測る。墓道から墓室に

乾陵近景

震去病纂石像
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は、人物画を中心とする壁闘が描かれている。傍らに

は、乾綾博物館が設けられ、永泰公主墓、章懐太子

墓、蕗徳太子慕から出土した遺物が展示されている。

茂陵博物館は、西漢の五代武帝劉徹の墓である茂俊

を中心とする漢代陵慕群の遺跡博物館である。傍らに

は武帝の勇将である震去病の墓があり、石人@石馬@
ひきがえる

馬踏旬奴・怪獣食羊・臥牛@伏虎・猪・蟻蛤・石魚な

どの石刻像が野外展示されている。同博物館見学後、

茂陵の栂を通り抜けて、ふたたび、西安市内へと戻る。

西安碑林博物館

西安碑林博物館は、西安城南門の東にあり、西安孔

廟@西安府学@西安碑林の三つの旧跡から成る。この

碑林博物館は、以前挟西省博物館として有名であった

が、現在は文字どおり石碑の専門博物館となっている。

七つの石碑陳列室、八つの碑亭と六つの碑廊があり

漢代から清代に及ぶ1000点余りの石碑が展示されてい

る。また石造併の展示もなされており、特に北議時代

の石仏が有名である。採拓の墨の香を嘆げば、中関文

字文化の神髄に触れた思いであった。

3.西安から北京へ[11月8日(火:)J

酉北大学文博学院・陽陵

西安での研修の最終日であるこの日は、終始案内役

を努めていただいた王建副教授の勤務先である西北大

碑林博物館

陽稜・門関連構



間北大学文博学税・保存科学研究室

学文博学院を表敬訪問し、展示室を見学する。同学院

を後にして空港へと向かう途中、楊陵に立ち寄る。漢

の皇帝は文陽県に寿陵を造営し、県名に因んで陽綾と

呼ばれた。全体の王子面形はほぼ正方形を呈し、底部は

一辺約170m、頂部は一辺約50m、高さは、約31mを測

る。東北約450mには、皇后陵が営まれている。四対の

門閥遺構のうち、とくに東門、西門、南門の保存状態

は良好である。陽陵へは近傍の村から田閣の中を徒歩

でたどりつき、さらには封土の頂上にまで登ることが

できた。博物館見学が比較的多きを占めた今密の研修

で、何よりも最後に遺構の土を自らの足で直に踏みし

めると言う、まさに考古学的原点に立つ貴重な体験で

あった。

西安14時40分発の中国西北航空機に搭乗し、 16時過

ぎに再び北京に到着した。夜は、北海公圏内において

方膳料理で答礼の宴が行われた。

4.再び北京そして帰国の途へ

饗克鞍考古奥義術博物館

今回の研修旅行における最後の訪問先は、北京大学
サックラ』

饗克勅考古輿響術博物館である。この博物館は、北京

大学とアメリカのサックラー財団の共同運営になるも

ので、故サックラー博士の献身的な援助で1992年に開

館した新しい博物館である。展示品および収蔵品とし

て、石器時代から明清時代にいたる中国歴代の考古学

研究標本が収集されている。案内は、北京大学・蘇哲

助教授にお願いした。

本館には、近年の北京大学関係の発掘調査成果を中

心とした、!日石器時代から明清時代にいたる多くの文

物が展示されている。何詔文化期の彩色土器の同じコ

ーナーに石皿、石杵、さらに彩色に用いられたと思わ

れる赤色顔料の展示がなされていた。また、西周期の

青銅製品の優品も多く展示されていた。新設の博物館

だけあって撰示環境は非常に良く、青銅製品のケース

にはコンパクトな混湿度計が個々に設置されており、

照明も効果的で大変晃やすい配慮、がなされていた。先
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饗克軌考古輿襲術博物館

に訪れた商安市の険西歴史博物館と並ぶ、最も近代的

かっ大規模な歴史博物館の一つである。

今回の研修旅行もこれで最後の日程を終えることと

なり、遥かなる蒼寄と大地に名残を惜しみつつ北京空

港から関西国際空港へと無事たどり着くことができた。

5.研修を終えて

わずか 7治 88の研修期間であったが、北京および

西安近郊の著名な遺跡や博物館のいくつかを目のあた

りにすることができた。そこで見たものは、中国文明

の偉容を知るに足る、雄大な援基や宮殿故、さらには

技術の清織を窮めた文物の数々であった。もとよりこ

れだけで中屈の歴史を理解するには程遠いが、その深

遠さの一端でも垣間見ることができたのは幸いであっ

た。広大な陵墓、宮殿の保存整備や遺構展示型の博物

館に克られる中国の文化財保護施策のあり方には、あ

る種の羨望を感じざるを得ない。

また、空前の経済発撲を遂げつつある中国では、と

りわけ都市部における再開発の波が加速度を増しつつ

あるものと見られ、重複する遺跡の保護策が眼前の重

要課題となっているようである。わが国とは国情が異

なり、国民の遺跡に対する意識にも大きな懸隔が介在

するものと思われるが、行政面や技術面で相互に交流

を深める余地は少なくないものと思われる。

今回の研修の成果を充分に阻関して、平素の調査業

務の糧とすることはにわかには困難であろうが、彼我

の考古学研究と文化院保護行政の発展、さらには日中

友貯のために微力を尽くす契機となれば所期の目的の

一端は達せられたものと思う。

研修にあったっては、中国社会科学院考古学研究所、

西北大学文博学院をはじめ各関係機関の諾先生には、

並々ならぬご厚意をいただくことができた。文末なが

ら記して深謝いたします。

(中川正人・田路正幸)




